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窒素資源循環社会を実現するための希薄反
応性窒素の回収・除去技術開発
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2029年度目標

電子顕微鏡観察技術のさらなる高度化を図るとともに、ナノ多孔体材料の微細構造を評

価・解析することで高性能化に資する知見を解明し、パイロット設備に実装するための

量産化技術を達成する。

① ゼオライトの電荷補償カチオンの直接観察

② ゼオライトの空間分解能10nm以下の組成分析

(Si/Al比の定量分析＆マッピング）

③ ゼオライト触媒の構造欠陥解析

④ ゼオライト触媒の結晶成長機構解析

⑤ 触媒の開発支援

新規触媒開発およびその実用化プロセス開発

微細構造解析は不可欠
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電子線照射に敏感なゼオライトは測定条件の確立が必要

研究実施項目
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触媒開発の支援

１）高分解能構造解析



２）TEM-EDS法を用いた高分解能化学組成分析-1（定量分析）

◆ 分析領域: 約400X400 nm

◆ 分析ピクセルサイズ：1.56 nm 4

10×10nm領域の化学組成比の定量測定条件の確立

ゼオライト粒子

ゼオライト結晶（MFI)10×10nm領域の原子構造

分析箇所
1~5各領域
10×10nm

各領域の定量測定結果

ハイパーマッピング法分析



Alの濃度分布が観察される
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２）高分解能化学組成分析-2（マッピングと定性分析）
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シングルnm領域の化学組成マッピング条件の確立

収束イオンビーム法で超薄片化

ゼオライト粒子

10nm以下の分解能で
化学組成の変化を計測
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